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 今年のテーマは『輝かせ、そして輝け！』です。歯科医院は女性が多く勤務す

る職場ですので、まず女性に輝いてもらわなくては歯科医院全体が輝けません。

女性が輝くためには、家庭との両立という難しい課題を克服するための雇用環

境の整備が必要です。それには歯科医院経営者の開明的な姿勢と、それをバック

アップする法的システムの整備が不可欠ですが、更に重要なことは、当該女性が

それらを“当然の権利”として甘んじることなく、更に独創的な働きや貢献をし

ようとする意欲を持って臨むことだと思います。喜ぶべきことに、先月サマーミ

ーティングと絡めて開催した『管理職リーダーシップ研修』に参加した各医院の

女性リーダーたちは等しくその気概に満ち溢れていました。 

 次に重要なポイントは歯科医院自体が輝く存在になることです。歯科医院が

輝くというのは来院者数が増えて医療収入が増えることを意味しません。それ

はあくまでも輝いた結果としての果実であり、輝きそのものとは異なります。少

なくとも女性たちが輝こうとする意欲の源泉とは趣を異にします。働く人間の

『働く意欲』は、勿論組織の利益が上がりその恩恵として個人が経済的に豊かに

なることでもありますが、お金だけで意欲の向上が図れるわけではありません。

お金の前に『働き甲斐』があるはずです。頭を使い、体を使い、時間をかけるに

値する仕事であるかどうかが問われます。そういう観点に立てば歯科医療への

従事は世のため人のためであり文句はないでしょう。それでも、もし意欲が掻き

立てられないとしたら、その歯科医院が目指すものか、やりかたか、院長の考え

方か、自分に与えられた役割か、いずれにしても職種ではなく職場に付帯する問

題であろうと思います。 

 今月は、歯科医院にとって新しい時代が到来している中で、どのように歯科医

院を位置付けていけば意欲を持てる輝く職場になるのかを、『健康創造・上質介

護支援』をキーワードに考えて参ります。 

  

 

 

 
  

  

 

すでに予防の重要性を見抜いていた先見歯科医 

 歯科界がまだ『治療』中心であった時代、今から 25～26年ほど前だったと思

いますが、ある歯科大学の同窓会の幹部の方たちと懇談する機会がありました。 

その席で大学病院に勤務していた 1人の同窓会理事の先生が、「人口減が進み 

１ 『治療』と『予防』の並列進行時代の到来 

か 


